
結果

所管：知事直轄組織、総務部、会計管理者、選挙
管理委員会、人事委員会および監査委員が所管
する事項
２月定例会：滋賀県公益認定等委員会条例案等 20

議案および請願を審査
これまでの活動：基本構想戦略プログラム、新幹
線新駅問題、滋賀県男女共同参画計画、新しい
行政改革の方針、大津市の中核市への移行など
について調査を行いました。また、東国原知事
のリーダーシップのもとで取り組まれている宮
崎県総合計画「新みやざき総合計画」、行財政改
革大綱および
新みやざき創
造予算につい
て現地調査を
行い、関係者
から説明を受
けました。�

所管：県民文化生活部、土木交通部および収用委員
会が所管する事項

２月定例会：滋賀県公共港湾施設の設置および管
理に関する条例の一部を改正する条例案等11議
案を審査

これまでの活動：公文書（歴史的文書）の保存と活
用、「なくそう犯罪」安全なまちづくり、滋賀県
消防広域化推進計画（案）、滋賀県景観計画（案）
およびふるさと滋賀の風景を守り育てる条例の
一部改正、流域治水検討委員会（住民会議）、地
域防災力アンケート（中間報告）などについて調
査を行いました。また、県内で防犯活動に積極
的に取り組まれているＮＰＯ法人を初め、県外で
実施されている治水対
策協働モデル事業など
について、現地調査を
行い、関係者から説明
を受けました。�

　県の事業は、広範多岐にわたっており、県議

会が審議し、決定する事項も膨大なものになっ

ています。このため、本会議に提案された議案

などを分担して専門的、能率的に審査する機関

として、常任委員会が設けられています。�

　滋賀県には５つの常任委員会があり、県議会

の開会中は、予算、条例等の議案の審査、請願

の審査などを行っています。�

　また、閉会中は、継続して調査をすることが

必要な事項について委員会を開き、所管する部

局から現状や問題点の報告を受けるとともに、

現地調査等を行い、よりよい県行政が推進され

るよう調査研究活動を行っています。�

所管：琵琶湖環境部、農政水産部等が所管する事項
２月定例会：滋賀県琵琶湖研究基金条例の一部を
改正する条例案等20議案および請願を審査

これまでの活動：造林公社の抜本改革、アール・
ディエンジニアリング産業廃棄物処分場問題、
クリーンセンター滋賀、カワウ対策、米政策改革
推進対策に係る本県の取組状況、高病原性鳥イ
ンフルエンザの防疫体制などについて調査しまし
た。また、福岡県の農産物のブランド化や輸出
促進施策、福岡県筑前町の売れる米づくり、大
分県の森林づく
りビジョン、林
業の新生産シス
テムや大分方式
乾燥材について
現地調査を行い、
関係者から説明
を受けました。

所管：教育委員会、公安委員会および企業庁が所
管する事項

２月定例会：滋賀県学習船建造基金条例案等14議
案を審査

これまでの活動：全国学力・学習状況調査の分析
および指導改善のための手引き、ストップいじ
めアクションプラン、平成19年中の犯罪情勢や
交通事故発生状況について調査しました。また、
新校舎整備後の警察学校の状況や公立中学校に
おける生徒指導の取り組みについて、更には人
口の増減や免許制度の更新など、時代の変化に
対しても柔軟に対応できるシステムを備えた大
分県運転免許センター
や、小中一貫教育を実
施している大分市立賀
来小中学校等の現地調
査を行い、関係者から
説明を受けました。

所管：健康福祉部、商工観光労働部、労働委員会
および病院事業庁が所管する事項

２月定例会：滋賀県後期高齢者医療財政安定化基
金条例案等13議案および請願を審査
これまでの活動：医療制度改革関連計画や滋賀県
産業振興新指針等の計画については、策定作業
が行われている段階から精力的に調査を行うと
ともに、特に医療問題について、青森県の事例
や滋賀医科大学の現地調査を行いました。この他、
インフルエンザ対策や中国産冷凍食品問題等に
ついて調査を行うとともに、企業誘致、中心市街
地活性化、産官
連携、新産業の
創出などについ
て現地調査を行
い、関係者から
説明を受けまし
た。�

常任委員会の活動�総務・政策常任委員会� 生活文化・土木交通常任委員会�

環境・農水常任委員会� 厚生・産業常任委員会� 文教警察・企業常任委員会�

琵琶湖の保全に関する財源確保を求める意見書案

政府ならびに国会におかれては、世界の潮流にかんがみて、真に障害者に対する差別を撤廃し、
障害者の自立と社会参加を求める立場から、下記の処置を講ずるよう強く要望する。
１．利用者負担は原則1割の定率負担ではなく、負担できる能力に応じた応能負担を原則とすること。
２．障害福祉サービスの量と質を確保するため、指定障害福祉サービス事業者等に対する報酬単価
を見直し、適正な水準とすること。
３．障害者が地域で人間らしく生きていけるように、社会基盤整備について立法処置を含めた拡充
策を進めること。また、地域生活支援事業について財源保障を行うこと。

意見書第４号

道路特定財源は、緊急かつ計画的に道路を整備するための財源としての使命を担い、着実な道路
整備が進められてきたところであるが、本県は地理的な制約から通過交通と生活交通の混在を余儀
なくされており、県内の主要地域およびその周辺部においては、慢性的かつ深刻な交通渋滞や交通
事故が多発している状況である。
政府ならびに国会におかれては、真に必要な道路整備を示した道路の中期計画を毎年厳しく精査し、
道路特定財源諸税の現行暫定税率を維持した上で、両院議長によるあっせんの趣旨を踏まえ、年度
内に関連法案を成立させ、地方の道路財源が安定的に確保されるよう強く要望する。
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滋賀県議会では、県民の皆さんに議会活動への理解を一層深めていただくため、わかりやすい広報紙づくりに努めています。御意見などを下記までお寄せください。
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２月定例会で審議した意見書
意見書番号 件　　　名　　　・　　　要　　　旨

意見書第１号 道路特定財源の一般財源化および道路関係諸税の暫定税率廃止を求める意見
書案

意見書第２号 道路特定財源の暫定税率の維持に関する意見書案

否決

可決

近年、琵琶湖は、外来種の増加と琵琶湖固有種の減少、水草の増加、低酸素化など、さまざまな問題
を抱えており、滋賀県はこうした問題の解決を初め、琵琶湖に関する調査や研究、水質・景観・自
然環境保全、水源涵養対策など、琵琶湖保全のために毎年多額の経費を要している。
政府ならびに国会におかれては、以上の現状を踏まえ、下記の事項について処置を講じられるよ
う強く要望する。
１．琵琶湖の保全に関する財源を安定的に確保すること。
２．琵琶湖保全に関する全国的なＰＲ活動に協力すること。

意見書第３号

障害者自立支援法の抜本的な改正を求める意見書案 可決

可決

２月定例会で審議した主な議案

（議員提出）

会第１号

（知事提出）

議第１号

議第２号～議第17号

議第18号～議第19号

議第20号

議第21号～議第45号

議第46号～議第55号

議第56号

議第57号～議第72号

議第73号～議第86号

議第87号～議第90号

滋賀県議会委員会条例の一部を改正する条例案

平成20年度滋賀県一般会計予算

平成20年度滋賀県市町振興資金貸付事業特別会計予算

ほか15件

滋賀県後期高齢者医療財政安定化基金条例案ほか１件

滋賀県公益認定等委員会条例案

一般社団法人及び一般財団法人に関する法律および公

益社団法人及び公益財団法人の認定等に関する法律の

施行に伴う関係条例の整理に関する条例案ほか24件

契約の締結につき議決を求めることについて（琵琶湖

流域下水道東北部長浜第二幹線磯梅ヶ原工区管渠工

事）ほか９件

専決処分につき承認を求めることについて

平成19年度滋賀県一般会計補正予算（第５号）ほか15

件

滋賀県生態学琵琶湖賞基金条例を廃止する条例案ほか

13件

滋賀県教育委員会委員の任命につき同意を求めること

についてほか３件

議案番号 件　　　　　　　名 結 果

可　　決

修正可決

可　　決

可　　決

修正可決

可　　決

可　　決

承　　認

可　　決

可　　決

同　　意

●インターネットによる議会中継
滋賀県議会では、インターネットによる議会中継を行っています。ライブ中

継では、本会議の開始から終了までの議場の様子をそのまま中継します。また、
過去の録画映像も掲載しています。
滋賀県議会のホームページ　http://www.pref.shiga.jp/gikai/

●滋賀県議会会議録の閲覧
本会議の公式記録として、議事の経過などを記載した滋賀県議会会議録を作成

しています。会議録は、次期定例会の開会日以降に次の場所または滋賀県議会の
ホームページでご覧いただけます。
○県庁（議会図書室、県民情報室）
○県立図書館、市町立図書館
○滋賀県南部振興局（甲賀県事務所を含む。）、各地域振興局、高島県事務所

議 会 の お 知 ら せ


